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２．施策目標（施策指標）

№

３．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価及び対応方針

４．今後の展望（評価会議最終評価）

（施策目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

42施策で設定した56指標のうち、平成27年度現状値を下回る指標があるものの、一方で平成37年度
目標値を既に達成している指標の影響が大きく、目標値の倍の達成率となっています。

「第4次総合計画」の実現に向け、施策を継続します。

作成担当部長 企画財政部長　戸田　秀生

目標値を達成しています。未達成の事務事業に留意しつつ、引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向
性で施策を継続することとします。
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全単位施策指標の
目標達成率

％

目標値 12.0 24.0 36.0 48.0

施策の
方向性

●長期的なまちづくりの方向性である総合計画に沿ったまちづくりを行うため、目的を明確にし、目標を定め、社会
情勢や住民ニーズに対応した適切かつ効果的な施策を推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度
中期目標
(H32)

平成２９年度　施策評価シート

基本目標 持続可能なまちづくり

担当部 企画財政部基本施策 総合的なまちづくりの推進

単位施策名称 戦略的なまちづくりの推進



【参考】施策の推進に要したコスト (単位:千円)
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合計 2,656

施策の成果を
維持する事業

財
政
計
画

区分 事業名称 事業費

施策の成果を
押し上げる

事業

事
務
事
業
計
画

総合計画推進事業 2,656



１．基本情報

政策体系
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２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

決算 2,656 0 0 0 2

予算 3,833 0 0 0 2 3,831

2,654

指標の設定方法
総合計画の進行管理が目的のため、各事務事業評価指標の目標達成率を
指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

目標値

実績値③ 0

目標値

② 0

達成状況

達成状況

59.6 64.9

実績値

目標値

H31年度 H32年度

①
事務事業評価指標の目標
達成率

％

目標値 100.0 100.0 100.0 100.0

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 未達成 未達成

100.0

実績値

活動計画 活動実績

○

○

あらかじめ設定した目標指標の達成度を評価
することにより、施策及び事務事業の進捗管
理、改善を行い、第4次総合計画に掲げる施策
の適切かつ効果的な推進を図ります。
平成28年度に制作したプロモーション動画、
ポスター等を活用した町内外への魅力発信に
継続して取り組み、「暮らしたいまち」とし
て選ばれるまちを目指します。

○

○

○

あらかじめ設定した目標指標の達成度を評価
し、施策及び事務事業の進捗管理、改善を行
いました。
「暮らしたいまち」としての認知度向上に向
け、ＷＥＢ広告・交通広告・雑誌広告など各
種メディアの特長を活かした町内外への魅力
発信を行いました。
新たな魅力発信の媒体として、町公式フェイ
スブックの運用を開始しました。
より効果的な事業展開を行うため、現状調査
（県内の認知度調査）を行いました。

基本目標 持続可能なまちづくり

基本施策 総合的なまちづくりの推進

単位施策 戦略的なまちづくりの推進

平成２９年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 総合計画推進事業 事業番号 511101

担当部署名 企画財政部　企画課 総務部　総務課

「住んでよかった、住んでみたい」と思えるまちの実現に向け、「第4次総合計画」に掲げる施策・事
務事業の進行管理に取組むとともに、シティプロモーションを展開します。



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

８．今後の展望（評価会議最終評価）

方向性を踏まえ
た今後の展望

目標値未達成ですが、目標値到達率は６０％を超えています。分析内容に留意しつ
つ、引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

「第4次総合計画」の実現へ向け、事業を継続します。

作成担当部長 企画財政部長　戸田　秀生

今後の方向性 事業継続

目標値未達成ではありますが、前年度対比4.3ポイント上昇しており、「住んでよかった、住
んでみたいまちづくり」へ向け、シティプロモーションを含め事業を継続します。

作成担当課長 企画課長　増田　康洋

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

未達成でしたが、前年度より上昇しています。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性

指標を掲げた97事務事業のうち、目標値を達成したのは62事務事業で、実績値は63.9％となり
ました。未達成35事務事業の要因は様々で、個別具体的な対応が望まれます。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業継続

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）


